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令和６年度 公立高校学力検査解答

問1． (ｱ) 2－8 (ｲ) － ＋ (ｳ) －

＝－6 ＝ － ＋ ＝

＝ － ＝

(ｴ) ＋ (ｵ) (x－２)2－(x＋３)(x－８)

＝ ＋ ＝ x2－4x＋4－(x2－5x－24)

＝ ＋ ＝ x2－4x＋4－ x2＋5x＋24

＝ ＝ x＋28

問2．

(ｱ) 連立方程式 ax－ by＝－10

bx＋ ay＝－11 の解が x＝3，y＝2であるとき，a，bの値を求めなさい。

x＝3，y＝2を代入すると 3a －2b＝－10 … ①

3b＋2a ＝－11 … ②

①×3 9a－6b ＝－30

②×2 ＋）4a＋6b ＝－22 項の順番を変えています。

13a ＝－52 たし算で項が消えるように bの係数を合わせました

a ＝－4

a＝－4を②に代入して（①に代入するより少し簡単かな）

3b－8＝－11 3b＝－3 b＝－1 a ＝－4，b＝－1

(ｲ) 3x
2－5x－1＝0 (ｳ) xの変域が－3 ≦ x ≦ 2 なので

x＝ x＝－3のときに最大値となることに気づきたい

＝ x＝－3，y＝6を y＝ ax
2 に代入して

6＝9a a＝

(ｴ) 150x＋200y≧3000 150x＋200y＞3000

3000円以上 3000円より多い

150x＋200y≦3000 150x＋200y＜3000

3000円以下 3000円未満

3x－y

4

5x＋2y

9

27x－9y－20x－8y

36

7x－17y
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(ｵ) π×6×6×6＝288π 288πcm3

(ｶ) x
2－9y

2＝(x＋3y)(x－3y) としてから x＝143，y＝47を代入する

(143＋141)(143－141)＝284×2＝568

4

3
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ⅱ 次の の中の「あ」「い」にあてはまる数字をそれぞれ0～9の中から1 つずつ選び，

その数字を答えなさい。

線分ACの延長と線分DFの延長との交点をＩとする。

∠AID＝73°，∠DHF＝61°のとき
∠AEB の大きさは あい °である。

△AFIの内角と外角の関係より x°

∠AFD＝●＋73

△HDFの内角の和より ●＋61＋●＋73＝180 73°

●＋●＝46 61°

●＝23

△ADFの内角の和より ●＋●＋●＋●＋73＝180

●＋69＋73＝180

●＝38

△AECの内角と外角の関係より x＝●＋●＋●＝46＋38＝84

B

C

A
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(ⅰ) 箱ひげ図X～Z と，Ａ 中学校，Ｂ 中学校，Ｃ 中学校の組み合わせとして最も適するも

のを次の1 ～ 6 の中から1 つ選び，その番号を答えなさい。

Ｘ：３つの条件を見てBとなる

Ｙ：第3四分位数よりCに決まる

Ｚ：中央値からAに決まる

4 5 1013 8 7 2 1 9 7 10 1 11 1 7 4 14 9 1211 7 5 1 1

第１四分位数 第２四分位数(中央値) 第３四分位数

A 13人目 15～20 25,25人目 20～25 右から13人目 25～30

B 13人目 10～15 25,25人目 15～20 右から13人目 25～30

C 15,16人目 10～15 30,31人目 15～20 右から15,16人目 20～25

(ⅱ) Ⅰ 30分以上 A 7＋2＋1＝10／50

B 1＋7＋4＝12／50 ← 一番多い

C 5＋1＋1＝7／60

Ⅱ 10分以上15未満 A 5／50

B 7／50＝42／300

C 9／60＝45／300 ← 一番多い

Ⅲ 15分以上20未満 A 10／50 2割

B 10／50 2割 すべて等しい

C 12／60 2割 Ⅱと考え方をわざと変えています

Ⅳ 25分に赤線を引いてみると AとCはヒストグラムの偏りより25分未満になる

Bは25分からより左側に離れている部分が多いので

はてはまるのは、ⅢとⅣになる
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30°

与えられた条件、分かった条件はすべて図に書き込もう！

BC：AB＝1：2で ∠ACB＝90°なので K

∠ABC＝60°∠A＝30°と気づいたかな？

なので DCを結ぶと正三角形DBCができる

ということは DC＝12cm になるので △EDCは二等辺三角形と分かる

二等辺三角形の頂点と底辺の中点を結んだ線は、頂角を二等分し、底辺に垂直に交わるので

∠DCG＝∠ECG＝(90－60)÷2＝15°

∠EGC＝∠FCB＝90° ①

BF∥DEより 同位角は等しくなるので ∠GEC＝∠BFC ②

△EGCと△FCBにおいて 残りの角が等しくなるので ∠ECG＝∠FBC＝15°

∠DBF＝60－15＝45°

点DからBFに垂線を下ろして交点をKとすると

△DBKは直角二等辺三角形になるので 辺の長さの比は１：１：

１： ＝DK：12より DK＝ ＝GH

(ｴ) 4 ％の食塩水300 gが入ったビーカーから，食塩水 a gを取り出した。その後，ビーカー

に残っている食塩水に食塩 a g を加えてよくかき混ぜたところ，12 ％の食塩水になった。

このとき，a の値として正しいものを次の1 ～ 8 の中から1 つ選び，その番号を答えなさい。

4％の食塩水 食塩水 a gを取り出した 食塩 ag を加えた ＝ 12％の食塩水

食塩水 300 （300－ a） （300－ a ＋ a） 300

食塩 12 （300－ a）× （300－ a)× ＋ a ＝ 300× ＝36

(上の単位はすべてｇ)

（300－ a)× ＋ a ＝ 36 両辺×100 1200－4a＋100a＝3600

96a＝2400

a ＝25

2

2 6 2

100

12

100

4

100

4

100

4

12cm12cm

12cm

60° 15°
45°

45°
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(－6，0)

① y＝－ x

② y＝－3x

(ｱ) 曲線③の式 y＝ ax
2 の a の値を選び，その番号を答えなさい。⬅ 毎年恒例の問題です

y＝ ax2 の通る点の座標が分かれば、代入するだけで aの値が求められます

点Aは x座標が－6で、y＝－ x上の点なので、y＝－(－6)＝6

y＝ ax2 に A(－6，6)を代入して 6＝36a a＝

(ｲ) 直線EFの式を y＝ mx＋ nとするときの mの値と，nの値を選び，その番号を答えなさい。

通る2点の座標が分かれば、傾きと切片を求めることができます

② y

EはADの中点なので A(－6，6)より E(－6，3)

点Cは y＝－3x上の点で、y＝6より C(－2，6) 2

CO：OF＝2：1より Fの x座標は1と分かる

x＝1を y＝－3xに代入してF(1，－3)

EFの傾きは7コイッテ6サガルので、m＝－ ①

7：6＝6：b’ E

7b’＝36

b’＝ n ＝3－ ＝－

あるいは、y＝－ x＋ n に(1，－3)を代入して －3＝－ ＋ n n＝－

1

6

6

7

6

7

15

7

6

7

36

7

36

7

15

7

2

1

7

6

C

O

F

1

7

6

6

F

lb'
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(ｳ) 次の の中の「お」「か」「き」にあてはまる数字をそれぞれ 0 ～ 9 の中から1 つずつ

選び，その数字を答えなさい。線分BD上に点G を，三角形CEF と三角形COG の面積の比

が△CEF：△COG＝3：2 で，その x 座標が正となるようにとる。このときの，

点Ｇ の x 座標は である。

△CEFの底辺CF：△COGの底辺CO

3：2 (－6，6) (6，6)

なので、高さが等しくなれば良い

そのためには、l ∥ m ∥ n が必要

mの式 y＝－3x

lの式 y＝－3x－15

y＝－3x＋ bに (－6，3)を代入

3＝18＋ b b＝－15

y＝－3x－15に y＝0を代入 (－6，0)

0＝－3x－15

3x＝－15 (1，－3)

x＝－5

1コイッテ3サガルでも分かる l m n

J(ー5，0)

平行線間の距離は等しい ⇒ 何も垂直に距離を取る必要はありません

JO＝KOになれば良いので K(5，0)

nの式 y＝－3x＋15

y＝－3x＋ bに (5，0)を代入 0＝－15＋ b b＝15

DBの式 y＝ x＋3

傾きは12コイッテ6アガルので 切片は真ん中で 6÷2＝3

nの式と交点Gを置換法で求める

x＋3＝－3x＋15 両辺を2倍して

x＋6＝－6x＋30

7x＝24

x＝

24

7

1

2

1

2

1

2

J K
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いま，図1 の状態で，大，小2 つのさいころを同時に1 回投げるとき，次の問いに答えなさ

い。大，小2 つのさいころはともに，1 から6 までのどの目が出ることも同様に確からしい。

(ｱ) 次の「く」「け」「こ」にあてはまる数字をそれぞれ0～9の中から1つずつ選び，

その数字を答えなさい。残ったカードが 4 のカード1 枚だけとなる確率は である。

b＝ 1 2 3 4 5 6

a 1 約数1 6 2 3 4 5 6

2 1,2 6 6 3 4 5 6

3 1,3 6 2 6 4 5 6

4 1,2,4 6 6 3 6 5 6

5 1,5 6 2 3 4 6 6

6 1,2,3,6 5 5 5 4 5 5 赤い数字 36

5
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(ｲ) 次の「さ」「し」「す」にあてはまる数字をそれぞれ0～9の中から1 つずつ選び，

その数字を答えなさい。残ったカードに，6のカードが含まれる確率は である。

青い数字 ＝

(ｱ) この三角すいの体積を求めなさい。

52＋ h
2＝32 3：4：5を思い出して h＝4

底面積△BCDの面積は 6×4÷2＝12

三角錐の体積は 12×10× ＝40 40cm3

15

36 12

5

1

3

10cm

5cm

6cm

②

④

③

③

h
5cm
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(ｲ) 次の「せ」「そ」「た」「ち」にあてはまる数字をそれぞれ0～9 の中から1つずつ選び，

その数字を答えなさい。

3点Ｃ，Ｅ，Ｆが重なった点をＩとする。

この三角すいの側面上に，点Ｇから

辺ＡＩと交わるように点Ｈまで線を引く。
このような線のうち，最も短くなるように

引いた線の長さは cmである。

②

③

①

③ ③

cm

cm cm

中点連結定理より LH＝5cm その半分で KH＝ cm

LG：GA＝LJ：JK＝1：2より JK＝ × ＝ JH＝ ＋ ＝

LG：LA＝GJ：AK＝1：3より GJ＝5× ＝

△GJHにおいて、三平方の定理より GH2＝( )2＋( )2

＝ ＋

＝

＝

5

2

5

2

5

2

2

3

10

6

10

6

10

6

5

2

25

6

1

3

5

3

5

3

25

6

25

9

625

36

725

36

5 29

6

5

3

D
F

5cm
I

B 6cm5cm

H

G

10cm

A

5cm5cm

10cm

A

C
E

G

H

I DB

J KL

A

L J K H

G

5cm


